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dLPf軸 )- ･.･ 一帯はHしく棉hn

L､冊 も摩伸度が大TSる暗陛L

r･はが生 じ易いことが判る｡(･3)飢 1及び恥

2か ら等IPは曲蚊を珊けば伸 一が柑らLLる｡刊に於て圧伸ESD旗 さ

が小さい時は曲抱は水中'l:三岳vtがrJE
神屋が大きくT

=るに従ひ曲藍に急患に上lL･してみる｡

eJ)脚 が寒 くlItrLば最小瓦は

牡も大前Lこ増加する詩であって､粗砂

丑を相当多丑に使っても著 しくr!ARSすれ

ば乍畑 とTLる可茄 蛙はあることに1

5る｡迎L二郎仲広が小 さい塩合の曲F

.ti柏んど水平であるの{･北の能網

では最小泡は虫に封する鬼神用の色盲の影軌

tL少いこi:にTiるb･yIに邸伸展を

小さくすれば帝政の減少に国別製粉の拶 力が弱 く1}り､
放小鑑埠瓜は再び'相加する傾向があると.獣は

れるDで平輝を生 じ易

い顔神原のrg:さlこ虻田界がbるものと想仮され る｡純 粋

な る 雷 菜 の 結 晶 に 就 て(q 和 2

3年 SJISOm 受 理)叉 木

武 一●T # TてtIX-を-r:丑的

に生産せるt.Tliかま殆ど水色にして白色7

拙品比少丑の塩化物と加へ1淑姓するt王事Blq!魁 く'35FlJIこ供 しはす｡こ､Lこて
織の狼地汝 と吟味 しRlGTuJきLLtJ戒をi'L='

成せん とし以下糾7

,T=る名辞耳槍の鯉過に就 き述べんとす｡てiTよは

水択ql汀俊敏にして鈍俸なる抑■恥ま後姓する如 く無色透 明な

るYイサモンド付舶Jhである｡払 払咽は村方!lZl系1:J

iL斗-も'I瓜の頼益比は71.bc-'77Ⅰ2.

1 I3;,描に して袋臥 叫07A､TLり｡早1軌Ihに四供I

○の分子よりl戊5.各分子F;りの緋 は 1927A

である.Frank DoughsMilesり
ournd ofthechemlcalsociety1931)

が XTaySPeCtrOmeterとJrlいて求めたる珊東払 rTJの

焼却はJaltに弟す細く菱形の偏平なるhJI
J山:して八h-休校晶への弟建造中の雌 を7

1)≒す｡+帝37火 E品召屯株式e･能

71) 女色℡宗の牡追従木工桑的に匁超せ

る怒束は局中なる菱形26品にして淡色と具す,この-



108 叉木 托fVzもIJ;謀の枇Aに放て

を加.LIL..LJ,材噂后液Il詐貸 し初めると井lニ

鮮州 こ郎 紬 生成し夷第1二兆の暮と相加 しレ

ト̂ ･ト外に切Tlけ aI二王も｡反Jtが杜bLニ並
づ くに繕ひ自I倒ま次第に7(01ガスの赤軸性に

≠･Pる巧.折紙的 06kgをiB加托入し尿畦を

充分(=行はしめる｡現生輔は次耶lこ瀬少 し約

15分Eulにして旋凍捷7し鑑成せる狭也'lI7REi
特攻に沈荒す｡灰岸i雌 は耗鵜 91OCなりc

lみ使古IfliB加柄楠を班別せざる幼女には姓JIG

払 lrlの細皮辻 純一飲下す｡必 るL:蛙入方沈む

重 く越にして発づ IOO.Cに加熱 Lrる柵放水
銃 とレトル ト柑 二人L'LJ右の上lこBL定の油榊を
雅人･L-ろ方汝は反轍慈 しさもrq一反跡地7Y.を
辿 M5(串.雌 ,及鎚瓜の色は約着 と枯同一

1511とも鉛品は′Jlさく加計の約 1/2とTLる｡

手i'Rhは小ささ塩銘溝と1jるを以て此q)#法に

依 る抑kZlの方が鈍感にして淑奴安奈と左 b有

刺lltI｡一出L=液il端>塩ZIJt並照にして生

成拙 瓜は小 さくなる伴内あり｡位 わ練iLPtさ

に過ぎる胡合には反古不完全 とTSか九年低 く

,給血閑に笹t水怨々ZBttalこ至るBEq封の

珊M は加正せわはTLらn｡1土Ti即*lPに不

】托抽 とし'CT七 71ンの如 き佐井.i化合牡と含

有する匂合l二は化成反を玩bT汝Z!.1こして牧

Jr感く且8品の搬 皮下'r古村向bる/Z以て

注丑する姿b b ｡

皿)女色t兼の輔崇

工要約に放逸せ る衣色付兼を抜放地下に嬢
-̂せば.世 1(1りに示す如 く垂形は3g形の冊

いL'lJ7r'sLlども円湧別土足々均し一書n:次q･.を
晶す｡比の炎色をRする仰Blを確証するR的

な･以て'RづN兼を7人や;771(I:沖辞せLに

加肝譲細分は忠 弘に沖黙すL'Lとも(;1)J辞液中に

耗丑の庚Lh_積扮火浮遊す｡之と吐過 し嫌大せ

If衣TL色の鞄粉末T3ら｡此の放扮末は反せ液

伸 上D推定 し.水諾,梗滋,頚#汲水爪の化

合的TIaを以T.以T定性it蛤に伐 b非のJG

分 と7た父せ り｡先･1亘毛帥 ま丁ムモきT水にて

充分に沈潜 し芯束と完封 こ除上したる眉水洗

せるもの72枚Jflせ り｡扶Ilにク.･ム放血IR.め

油液と加ふrlは払色托悪物を生壊す｡之はク

ロムBl水ERにして史に丁ふや丘丁水を加ふrt

ば SIHg,0恥 CrO. の溝色沈丼物や/t成

し.之に沃化加迎淋淡を加ふれEf先づ軒巴の

沃化耶一水銀を生皮すれども,光嬢によ?女

育;tこ水銀 と沃化耶=水n {忙分辞し投Ciと帯

びるに荒ろ｡故に架.n色綾ゆ兼は水銀化食物

TlかC元木水銀は銀白色'Sれども岩島に酸化

せちtlて酸化杓 と15り次鵡色の鰍 と筋-水秋

を生1&すると以T,Jltの接粉末は放化好一永

拡Tfbと椎促せ らる｡抄ち架色-r星するは'L打
柵 の色には非やして,殻榔 -水部がコ

t･イ ド状とS bて'lV采&']血中に混入 し垂件 と

して次巴と且するもの'jp｡

夷に淡色冊束に就 き恭凍再結晶と行い･父

に‡芹Jha)Cii･吟味せ り｡

(】)i且水 拙
次色'.打戎 1gを 1°8C.JOOC.50oC.69⊂C

7JOc.9C)rC のii水 900ccに沖耕 し浪退店鵡

荻を故冷せ し抄,'thl束の沖帯丑,Jt放冷 店 の

qrEiI物故lこ増液に就 き粥宜し奴 1の戚i化 f'J

たD,

打 ト

ホ il 泳hF虫 ヲ莞 析畑 (- 尉

1がC Ol榊88 暮色 ナL/

40 0野41 女色 白色範A(t′ト持A)

50 03509 *色 rl色やA

以〉 0.畑 土と 白色括J-

70 ｡47恥 骨 呈色軸 +靴 解二女

90 8fhW 誓 書岨 明け 蜘紺 幼

EDち水泡棉加すaI;托ひ鮮群Jtlま相加し.

小一600Cの唯EqL=於で比図 1(Ⅱ)に示す如

き無色透明T3るダイヤモ･/r並の白色給血と

qr山す｡此のL:1色fB瓜は分析のtL･柵 妊枯 L

00x の耗挿TSる一.1校 にして,払 弘は細めて小

さく非の -̂ささは架CL珊淡の約 1/5 Tsれど

も'.け滋と淋 り＼固体の伸雄 を有する拙'瓜であ

る｡水iiと杓加するにぜひ払 抱の大 きさは柵

柑大す る紺向あわ｡せ談は 600Ci⊆-三溝で*

巴透明 '_ b｡70cc の切合に;こ,;打戒の一帯

分簾する71上睦のダイヤモンド9.GIu'Jl''と共に

滋鞠色のBt化前二水銀ケ沈浸す｡保 ▲漣荻 も

赤井色をP.す｡f･】id水lこ封する沖肝JtrまBl'1

に示す如く7tl,V 道は水ilと溶ポ 甘 い 三時

正塩的BZI抹々キけ れども.軌 :汲圧と上げて

90oC に京ttば仝汝に相加し析出rlも鎌相を

禁 じi3-品矧 こ非ナして触 Fの焦Ci迭叩たる

約束秋物好を柑る｡之と乾燥廿は tt'77ン

長の如き外牡とJZLてZ棟 と同校チオ練酸91注

出に丁ムモ与7沖洗Lこ沖解す○乾nするもの

と加熱サLl.市来より列 しきは守を立て.細



■ IJLA (■り発すrLとも泌欣Dものは塊

状 となりて//1解し蝉敬せ一･｡fI粉末Ⅹ級長inを視

ればW窮と非G'D干渉鈴の位逆を典にする

を以て,比の約糸状物按はik:層性を有する7g
東胡似の化食物なりoSchlschkowに

任tlu")1棟 を執掛t=上り邦書AGlJLで絡T:ろ紙糸状物符は1/2の紺dT
l水をJFlする芯束,ePもHg(CN

O)三･I/2H,0日毘髭せり｡今上に絡

たる胡糸状牧野に就 き'lZ快 弁をiEg定せるに

9608,%'にして他を給曲水 とすれば Sohl

SCbkol＼･の研究せるものと-致す｡
BD-I,Gt)<C以下にて柵 品せるダイヤ

モンド型粍白色将来は無巴透明なる胡柁 砧話せわら(

21Tムモ=つ'-倍散汝新色得宗 05g を

_I,～,の 丁ム そこ71水にi-iF解后,各旺盛変の柁酸

Lこて中卸し'LITX'の関わ品を行-

bc標塵の頭皮が 10% 以上の亀I介 に は,女
色透明なろ払晶を沈澱すれども井の形状.ま不規則li:

り｡50/Oの場合には,ダイヤモンド粕に近さ

匁E色透明TIる結砧を沈粁すO･粥るに2%以下
の場合には.,自L'..結JtIFiれども形状.t不呪見qTLるを以T.也-TSるm

米の棚 と凧を行十に必聾TIる府俄の浪掛ま5
9D'が放適Isり3枚に比の方法にて印章L7品

せる̀訂戒も前とrLll手業純度 1GO96に近く

無色透明TIh(.1)モノェタ)-ル7ミン

汝A Ma)udlは常末姓に架化籍の姶雄
としてモノエクノー7L,アミンを使l招せり

｡このものは無色透Hjlにして7J､モ土丁封

政の刺激処を有する有確たる粘性液体1L

ら,液の比霜は10:f!_'にして約 2倍
丑の詔兼をl辞解すれども.液を樵揮若 くは酸性

に廿は再び冒譲 を沈放す｡衣巴笛菜をモノエタノールアミンにて巧 lh'd施 行ひしに純脚を100

% の無11透明TSるタイヤモ-/ド型結晶を得1:b
｡(4)爪酸エチル淡

泊軌 こ碕配を加へて生成せる柵放エチ

ル林蔵に,次色笛東を入TL液超 10-2JOC

に放荘せば.尿腰遅々TLれども1日后には偏平T

Iる次色町東は次第に出品の臓 を増加 し 八面

体に近づき&=卦 ま透明 となり,狭色は束帯l
;油失す0 2円后には完全1こダイヤ¥ ンド

現品に袋形せb｡之は耗庶路100% の叔笛
兼なり｡色Pち局L
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むら珊佼Jt奴t:酒鮪flと適当に榊加せしめ

'R-)の出血感付を柑T=わ｡比のiL･卿 こ徒-ば

斜汲生地に酒輔鼓を増加する1こ確ひ尤分ころ-

戊さ行.三八茶色e)甘戊は攻WJにrl色を巾び無

色透明なるタイヤキンrn'Lz品々相加すrlど

も､775納 t-対 し窃世 紀が多い場合l二は圧壊

裁烈と,'=る｡故に鈍棒TIる芯末々S丑L:無迭
する主軸 抜PFは水虫任用丑1鰍 二王ル 酒栴毛

細印 材梗且5)耗なZ)｡ .qるL二光oL-汝で

は功軸 汝L=漕特の使用点増加する瓜工離

督上棟カで不frJなる与･以て,?Jの-巾 を'Gズ

戊勝信の特液を以て斑換-T:る東独の抹果 ,

水銀tW JlAl:l郊lこ射 し珊放尿 lO*.滞輔丑LO

瀬の従来 と同一戯刑を催川し.之tこ多血D母

練と加へ,-'郡に依Pr.･11･ダイi･･{-I/F確の純

l′地価Alの生成に庇1))せしな･以ILl朝的1二は

此の-方池が位適 と.W.喝すo

l!J食塩のt,1.他生戊に望月する,山水氏の焚蛤
(山本心肺,理研呪 10-1く259])P96)L:従
^Rr.機吸血g)Mn,Pb:中のイオンが溶液中

lこ-共存せは.之が去b瓜D槙 と瑞 かて也色透明

L:して班utJjEしき手LLLtdほ 絡 るとの報告を金照
し,ltI束Lと成む際反身溶W l.にCu.Pb,Mn,
Zn,Sn8の金_A盤及有現物と加へて反孝を

行はしめT二るも.Pb也が補助盤を端する外.

大なる成典m LJるtF任.よぎbき｡

V )衣色書宗とP.白色甘栗との比較

程米D炎色省末と此の度折しく製造せるダ

イヤモンド野菜白色筋栄 とのむdhに付,各藩

袖 と行ひ物理的性F並に化学的蛙耳を比較
研究せり｡

(I)船 lrh 系

a S

･Q Fid;

ftヽ】ttL

I,I.ALrt>

IE7品'jZ公

硝rB完は外形を輿にし狭巴芯ぶ 三品や';ら

変形籍RTたれ ども.拷.r'l巴笛.klは八dh-休のd

イヤモンド腰を旦する小銘品Lこして壬古曲の大

きさは前者の釣1/･5'Lh 令婿苗東の鉛舶来

を調査する虫ヂJ<イシエラーJ抄ゴミ故にiLrりX
役宅広をiW せ り｡妹のaJ=果 f渉G'D位碇は

両石菜良く-鼓 し.y.=に斜方晶系にAALu-瓜
劫の比は

ユ.b c=0_71:三_1:1ー353

にして Fraz)kDotJg】aSMiles氏D放浪と

良 く一致す｡跡ち粥笛式は外形を鼎にするも
全 く同一ihJtIにして斜方晶系I:成 し牡にyt舶

粒子の敬は状況t淋lこするのみ,'=勺｡而るl二

次色田末を 90ccの現紛rEで鞘iI.舶せしめた

ろ無色透切なる輔糸状抹J7Fの人事茨r3尿は-!ニ捗

銘の旺LR生 くさせなるを以て之に'L好栄に非やし

て,前述せる如 く古の紬IrlF水を有する HF(C

NO )= さH20なlJ｡
(2)焚 火 ･'.
怒気炉Pn-Jr/味 05托 の洩頼t･郎し耽東炉

にて加熱 し一光腹腔lこ主髪したる后鼓坂上に-

定立の紳 i･落下せ しめ,胸 に至る迄の時

rim(7)を測定し吐鑑と焚火時rLJlとのタと鎌と淡

めカ:り8

莞づ衣色相萩.E使JnL莞丘を ll叫5g.OIO

65g,0.19晦.02(伽 の 4脚 ･こJq化 し蓉

大等問 2秒D淡々敏火缶と雛 や.こ,tt用等
丑と苛火.SとcJW陳は図3I:示すtlく筆先棉

加すaJ二従ひ発火点は務減Tる榊t･1もり｡故

L=萄火.ESを税党するには告づ池 でa軸 と

規定する必要がある｡# るに N Semeno.ff
に依れば笛策の野火時rilJ(i)と菅大抵fJl旦皮



エ 燕 大 東 K 甘 3 荊 9世 辞 34サ 109

TロK との問には次のBB臨あり

ーQg7-て宗 一C
Et

rFtLEェヒ稚 化エ

ネルギー.C補 数 l=軸‥,四九
上越の戚軌 二双r

き,]ogTと'/Tと.2'.t
のBgGfLとグラフに ､
措けfI各革耽怒l: tl
L仔蛾竹W院を11L

u瓦に平行lfり｡

此の皿良の糊料

上り活性化エネル

ギーEの虹を衆tI

かば攻の如 くか

iErLして平茸13S

ltq/.- 1'b.

ノゝ
AO! 山 0_l=AJ

.:準見 (g) OOL

u'-r006;3 0 1知 0.刑E LELl/I . -1I, 5 3

65 317 恥.7次に耗白色℡戎1:qf'･1控,革B

t0OL5g にて戦火袖 とh-･る鮎果類火時ri112秒

に 於エ~る寺大魚は e370C にして次色雷莱1>約8eC高し｡ePち所市兼の奇火｡rL.Iはヰ同一なれ

ども萩色市栄は不耗杓を合有する召捕低い仕向bり｡何校I:

して病性化エオ ･̂ギーi.東ひれば :比 5hソp

にしてA'色石栄 と特等しき竹を知 るn (3)】托 皮石窟をチオEf

女

Y連に浦簾后,九九分洋の上生.成するも他 Tr並々GL殻.こて武史するTI.

カlJ汝lこ従ONI甘JF7)耗空と潮をせb

.井7)結果,ダイヤモンド相純白包帯双は純度99
5,%'TJるも.次也周東は柵

牲 く985% にして約 1%の不軸的 即ち酸化帯-

水 力ほ 合祈す｡而ろに塩化杓と加へて奴現せるr･
他 市戊は不純




